
｢ 二

報 文

爆 薬 猛 虎 の 実 験 的 研 究

妨F報 甥兼にJ:る落体内の衝撃波蓮匿

(Ⅵ印 30年 6 月 ES 口 真Zt)

接 井 承 (.I.I

U不拍冊77-式食鼓味見エJ;

H Fヨ ij
誠 l 各打破件の策兼併禿

.Sl淀汝件の兵imrll r 梯 LF和轟.正r=C巾

JFる物井をgr鞍L.■二項合に発生する仏力汐の並.三先 が おモくpJfE壬もxIO~触 , lJ 蛤桂の長三mm

づPJや迅恥 ;支空される｡芯や迅LEl'tあ,'J皿邦¢以下 Z 沃爪>.舟の坊界Wかru捕った払AJ陀苛mm

で1'い■.I,Et体内の頚は緋 道民に比例し,労性的Tj ()) ホ
托守古J,L兄生する.,fSL,ぱ男で排 し'=J8台.i.は 0 38 L'[48

るケ.ここのEL界望数 上のt早ABEであり.煉瓦近く

で.f批 瓦旨で.三先乏し切れT_..･正書だ書の馳 ;

; ●∴ ~､ ''L-_, … ∴ :'Y : :･

ての枯具を報告する ｡ 一方3 22

q J･この方監】三･T-VT で鉄を■fL'二gの荘力 -3日 19
汐を正B組 律だこして守p,'二伽 の伝古道 (2) 水

ZJi.ZGi7li=して行っている｡従ってJ}･この1J法の石 1.6O A 100

t とrjつてい▲桝 ■十打ひつつも80で.Rも _ ▼'I Z

･- ∴ ･･-:'二 ･: ' ' -__~ ::

Ⅱ 実 戦 力 浅

非礼心技は前額l)と全 くある所はfLく.T.I_I.舟虻

の-4::岱 10mm のプ9●管を折井の投書まで浪人

し.九倍.こして液絡巨人俵.ナーTで封じて姉 とナ
'■●

用.I.'こ漁拝.i,水,土ナルア ルゴ-Jt･,メナルT'1 -I23

3-Jt･,79t9γ.′ず'-̂･,兎正統候.水汝a) ~】50 25

七GIでbるo勝 主調 J=引つづさ.r_tr(,LO.% ′∝) 一25Ⅰ IO

(S) 〆タコーIL･
0 3D I'三'○

-2>8
(6) {す七すy
lZ 38 b 110

;封
3軸 N-..･扱賢ふくのものである｡1 (i) 'ナルTJLn -JL ~三55 I

q 30 占 HD (8) 異境雌

皿 棄 5i 姑 果

認 諾志 三.;憲 三芸 憲 言霊 言霊 ･,二 幸 三や稚内.:生じ:こ亀裂丘■Zは次のようL:TL,-J.

16

37

3･1
22
17

170

二 ･ 二~



- 托 tL- 一

昏 l fIAJ･Jま枠内のまの坤同-Jl～Aやこれらの実軸 4･脈 EL:上って.缶の

時riZl一夏斤YタフE=日劇 (ヽiEBlこTLる

.,このEZ.ま伽 のT=め(= 右派のJl臼

:樵東経は路してあ,.).II 切 々

の液体内の衝F波逆JlE5Iの'r
-Z曲61を群 と努との中部曲 まで外幼し,その点とEt点との依斜から'(.Y'I.がJfえ

■こqIJtだZLBEが†きられる｡

衷 2 rln'(LL-0.95g/ccカ00Bが4えT

:令書群伴内の群書･3

E止虻rt fr JtbL"' 川 忘.i" ■temd 淡

2の中で,JtI)高速L'Jluのは T ワ

セ タン,及び′ワコールである｡次でTJL･7
-Jt･#bl位するが,いづYLも伊 手のも

のの万が舟.二人がしてからの雌 .i速かでbることは

棚 い｡この蛾rLFの伝播適正ふ 鼓q圧力1才の也

貫の広カー盃粥係と上ヒ壬によって定まるが,畑 l=免立ち旅

体であることの力字的性状の光速姓から,雑件内の辰揮連

荘はft:九 二よって殆ど一哉的に定まるかとち干過

しf=が,描瓜はこのような考えをホ97つている｡

然し,永由のtlrlものに

TLれ;i.欠判り77)比Zの影背は無現し柑TLいよ)でa

)る｡-7)-, P IV BJtZZXIJtANは料

紙ある高圧粕 を行っており.満作の鞍点は庄カと･X

に上井し.液体が十分itLい庄力にさらそれる特は■持して

触 .=乏しい固体のiAに1_-り,閉じ諌件の中でもZigL.'

ttIZhのものはとこの効果.土大きI､ことを

示してp.'る｡eIえは.汰et.ま12,峨 圧で.ヱ30タ;fa

BE土上井するが,汰.まrg拝件で 2.7倍.空(=屯

をIiかこか 'ては1岬 からItX)7;降にIi:ることを見

出 して いろaJJこの摘果は恥 .に二の矢鮒 史と附

合するかt=み入る｡然し.艮先晩丘的[=

76正を作るには, ･Z''-せ い.30.cm 朱圧は壬でで

あり.これl=比-てJZ尭下の圧力はほろかに拓く.空t=

現故Ii所 間的 で あ るか ら,Bki叩Jl▲.1の組 指炎をrLE蜂珂用し柑るかどうかは来Tl扶州

Itlある｡EJLlとも.それは耽々t=一つの光を設けかけていることには帆速いtLいことであろう｡

又,^ ^ Gklr▼lTll)Iは.坂化点1=ある._tbめて良 .･u クスのl如上78柵 和=おけ

る錬託よりも大である1.'を71-.し,渡休のそわのて細い領は脚 l:弗法力を持つことが

知られている｡これTLとらえ1)t=よっては.諌触 iil当TL休作のもとではかTLりの鞍 抗 を示

し,SL'.･出件のような鮫 と見tLナ事が出来る｢内とLO S･CID S･500 310 且b

llる｡1･0 3･400 810 栗醐 l絹 [:17+鼓の寄港を作って斤つT=.G5･̂ O･79 5･50O-J･t氾0 3･｡



146 エ 燕 火 焔 協 会 珪 煎 17番 節 3 7n

lL組 結勿王である｡いづjt

b曲楳El上に凹に瓜姐E:狭

託し.閑地絹の･1そは 】.SCO

_2.∝恥 = こizfづ･,･て い P
a.耗者の榔 gSは鮮 ガ

の丘力から見て下にはする 仰

のは当伝であら.)｡

V B は

水.TJt･つ-̂･,Ty-t=
Iソ.太良.鵬 事の液托
l=つ.lT=,T.tr(A)9叱 ∝
300書)の耶暮書:=上る■
せき辻だLzポ V,'二.

a

E.

仙

I

f

上

溝
止

血

考

この内でふ′フIt9 fTEy.y 7 ] -7L･(,tJtX

で.丁 ･̂

7 - ･̂がそれ.:･9ぎ,淵 .ヱJtも圧送である.城 の旺速廷ふ こ

れらO液体の中1.はJtも伽 TJ.一群丑と7Eい比王を

/)つ･=めこ考えられる○文J九円の遵相 島桟を他の実Jic比較し■二が,その他の滋帆

こついての耶 例.王今の所見当ってい71い○絶え1

温什<̂以て桁寸.職 さjLる村田迅T3士,義びlニX京大辞祝辞瓢平日訣三放校,陶

工孝環疋田婆敦茂に馳 する｡ > b rl i) I

lO H l⊃ l} lt J5 1BITli如く7TL司 2 水内7)桝

まZI輔 *Jl文 書

(り 荘非文SI,大仏tt

15251(]9引)(2) .4 .Y▲DAI T llly,kYO′rlJ)VP▲_YDFLACTでLX

orSoLIENp 32(】950)(3) .4 ^ GklrrlTltTrlrt8HoySa.london

8elA.221Iba(192L)(4) R 〟 Con.Um)月N-lV▲T)a EJ

IpuXZOゝ,p2]9 (】9Lle)(PRlヾCtTOI)電気雷管に関する研究 (第 4報)

漏洩喝流ある場合の電気発破について(相和 381r-7 月 t8 日 愛77)木 下 四 郎(ロ茶

化繋托式全社折尾作乗併火エi..Fl.苛だ,Tt)持 T 軌 噌 下しm t浩を生･P,'J;こめであるとされている｡

t乾す甘.二ft･rる研1兜のホ 3枇 1)でt景℡管の言 伝レ吉山氏:).主tf(先払二長けろ拡 不男の先

生は文江▲t銘文払方の四 ㌢挑 式壬駅 像法に上る昏告 蛸 の発lS;ニ上るものでk妓t謙a)暮書でLil+-いとい

のtl兎乾 坤.二つ','IC漣へ●二がここ1=軌 可




